


　わたしたちは、食
た
べ物

もの
の命
いのち
を食

た
べることによって、命

いのち
を受

う
け継

つ
いでい

ます。だから大
たい
切
せつ
に食

た
べて、体

からだ
も心
こころ
もしっかり成

せい
長
ちょう
していきましょう。

　食
しょく

料
りょう

自
じ

給
きゅう

率
りつ

とは、その国
くに

で食
た

べている食
しょく

料
りょう

のうち、どのくらいが国
こく

内
ない

でまかなえるかをあ

らわす割
わり

合
あい

です。

　日
にほん

本は多
おお

くの食
た

べ物
もの

を外
がい

国
こく

から輸
ゆ

入
にゅう

していて、

食
しょく

料
りょう

自
じ

給
きゅう

率
りつ

は 40 ％
パーセント

しかありません。輸
ゆ

入
にゅう

に

頼
たよ

っている食
しょく

生
せい

活
かつ

で、輸
ゆ

入
にゅう

がストップしてしま

うと、食
た

べ物
もの

が不
ふ

足
そく

してしまいます。

　お米
こめ

などの作
さく

物
もつ

は、農
のう

家
か

の人
ひと

が長
なが

い時
じ

間
かん

と手
て

間
ま

をかけて一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

つ

くったものです。感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れないで、１粒
つぶ

もむだにせず、食
た

べましょう。

　自
じ

分
ぶん

たちが住
す

んでいる地
ち

域
いき

でとれる食
た

べ物
もの

を地
じ

場
ば

産
さん

物
ぶつ

といい、その風
ふう

土
ど

や環
かん

境
きょう

に適
てき

した食
た

べ物
もの

が

育
そだ

ちます。

　地
じ

場
ば

産
さん

物
ぶつ

は、生
せい

産
さん

している人
ひと

が近
ちか

くにいるので、

「顔
かお

が見
み

える」「話
はなし

ができる」などのよ

い点
てん

があります。

　新
しん

鮮
せん

で輸
ゆ

送
そう

のコストもかかりません。

食
た

べることは命
いのち

のバトンを受
う

け継
つ

ぐこと

日
にっ

本
ぽん

の食
しょく

料
りょう

自
じ

給
きゅう

率
りつ

は

地
ち

域
いき

のもの、国
こく

産
さん

のものを大
たい

切
せつ

にしましょう。

米
こめ

ができるまで（給きゅう食しょくでは赤あこう穂産さんのキヌヒカリ、ヒノヒカリです。）

約
やく 40％パーセント

3 月
がつ

4 月
がつ

5 月
がつ

6 月
がつ

7 月
がつ

8 月
がつ

9 月
がつ

10 月
がつ

田
た

起
お

こし

種
たね

まき、苗
なえ

つくり

田
た

植
う

え

稲
いね

の成
せい

長
ちょう

、草
くさ

取
と

り、水
みず

の管
かん

理
り

など

稲
いね

刈
か

り、脱
だっ

穀
こく

「いただきます！」

　「ごちそうさま！」

のあいさつをしましょう。


